登録証明事務取扱要領様式第１号

登録証明交付願

平成      年      月      日

日本公認会計士協会御中

（申請者）

 eq \o\ad(住所,　　　)
 eq \o\ad(氏名,　　　)
印

下記の者が公認会計士法により次のとおり　　　　　　　　登録名簿に登録されていることをご証明願います。

使用目的

 eq \o\ad(提出先,　　　　)
記

	1．  eq \o\ad(氏名,　　　　　)
（被証明者）

明治
大正      年      月      日  生
昭和

2．  eq \o\ad(登録番号,　　　　　)     第                号

3． 登録年月日               年      月      日

4． 住所(又は事務所所在地)


（注）１ 和文用あるいは英文用どちらを希望されるか、通数も明記してください。

２ 英文による登録証明書のみ氏名の読みをアルファベットで添え書きしてください。

３ 該当する登録名簿を○印で囲ってください。
４ 登録証明手数料は１通、1000円です。

５ 住所の省略を希望する場合は住所欄にその旨記載するとともに、事務所所在地を確認するため
　賃貸契約書等(登記簿謄本などを含む)の事実を証する書類の写しを提出してください。
	【参考】 

登録証明事務取扱要領

	（制　　定　昭和60年11月５日）

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  最終変更  平成20年3月26日

	（総則）

	第１条　この要領は、公認会計士等登録事務細則第３条第２項及び特定社員の登録、入会等に関する事務細則第４条第２項の規定に基づき、専務理事が処理する事務のうち、登録証明事務に関し、必要な事項を定める。

	（交付）

	第２条　公認会計士、会計士補、外国公認会計士及び特定社員（以下「公認会計士等」という。）並びに公認会計士等であった者（以下「申請者」という。）は、本会に対し、申請者本人に係る公認会計士法に基づく公認会計士名簿、会計士補名簿、外国公認会計士名簿及び特定社員名簿に係る登録の有無に関し、証明書の交付を求めることができる。

	（社員資格証明の交付）

	第3条 会員及び特定社員である準会員は、本会に対し、公認会計士法第34条の４に規定する監査法人の社員となる資格を有することについての証明書の交付を求めることができる。

（会計参与・会計監査人の資格証明の交付）

	第４条　会員は，本会に対し，会計参与又は会計監査人となる資格を有することについての証明書の交付を求めることができる。

（手続）

第５条　申請者が，第２条，第３条又は前条の証明書の交付を求める場合は，原則として本会に備えた「登録証明交付願」（様式第１号），「監査法人の社員資格証明願」（様式第２号），「公認会計士の会計参与資格証明願」（様式第３号）又は「公認会計士の会計監査人資格証明願」（様式第４号）に所定の事項を記入して，１通につき１千円の手数料を添えて，本会に提出しなければならない。この場合において、様式第１号により証明書の交付を求める場合で、住所を省略して事務所所在地を記入するとき、又は様式第３号若しくは様式第４号に記入すべき事項のうち住所に代えて事務所所在地を記入することができる事項について、住所に代えて事務所所在地を記入する場合は、事務所の賃貸契約書等その記入した事務所所在地に事務所が所在することが確認できる書類の写しを添付しなければならない。
２　　前項の手数料は，連名の場合は各人ごとに算定し，５名以上の場合は５千円とする。

（証明書の発行）

第６条　証明書の発行は，専務理事が行う。

（証明書の様式）

第７条　第２条の証明書の様式は，原則として日本語にあっては，様式第５号，英語にあっては記名捺印用を様式第６号，署名用を様式第７号によるものとする。

２　　第３条の証明書の様式は，原則として様式第２号による。
３　　第４条の証明書の様式は，原則として様式第３号又は様式第４号による。

（公印）

第８条　証明書の公印は証明印とし，専務理事が保管する。
（交付簿の記載）

第９条　証明書の交付は，様式第８号の登録証明交付簿に所要事項を記載して行うものとする。


	附　則（平成20年3月26日改正）

	　この改正規定は、会則第31条の２を加える改正規定の適用日（平成20年４月１日）から施行する。
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